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１ 調査の概要
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◆ 調査の目的 ： 本調査は、明海大学が平成31年4月設置に向けて構想中の「保健医療学
部 口腔保健学科（仮称）」の学生確保の見通しを、大学外の公正な第
三者機関によりアンケートを用いて測ることを目的とする。

◆ 調 査 期 間 ： 平成30年1月～2月

◆ 調 査 対 象 ： 平成31年度の大学入試を受験する可能性が最も高い、平成29年度の高校
2年生をアンケートの対象とした。

◆ 調 査 方 法 ： 明海大学の指定校のうち、関東近県（東京都、千葉県、埼玉県）に所在
する345校に郵送でアンケート実施を依頼。実施協力への承認が得られ
た48校にアンケートを送付。各校の教員が調査対象である高校２年生に
アンケート用紙を配布し、回答後その場で回収した。
依頼対象校の内訳は以下の通り。

地域 学校数

東京都 148校

千葉県 129校

埼玉県 68校

合計 345校

◆ 有 効 件 数 ： 5,326件 （回収件数 5,349件 ／ 有効件数率 99.6％）

◆ 実 施 高 校 ： 本アンケートにご協力いただいた48校の詳細は以下の通り。

１．所在地別の実施高校数

所在地 公立 私立 合計 割合

東京都 7 15 22 45.8%

千葉県 10 7 17 35.4%

埼玉県 2 7 9 18.8%

合計 19 29 48 100.0%

割合 39.6% 60.4% 100.0%

公立

19校, 
39.6%

私立

29校, 
60.4%

２．設置者別の実施高校数



２ 全質問項目の集計結果

※「構成比」（％）はいずれも、少数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも100.0％
と一致しない。

2～5ページは、アンケートで回答を得た5,326件の回答結果に基づく全質問項目の集計
結果である。

2

問１ あなたの性別をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

選択項目 回答数 構成比

1 男性 2,416 45.4%

2 女性 2,910 54.6%

合計 5,326 100.0%

問２ あなたが現在お住いの都道府県をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

選択項目 回答数 構成比

1 千葉県 1,876 35.2%

2 東京都 2,219 41.7%

3 埼玉県 1,078 20.2%

4 その他 153 2.9%

合計 5,326 100.0%

問３ 高校卒業後の希望進路についてお答えください。（あてはまるものすべてに○）

※複数回答項目のため、回答数は延べ。
※構成比は、回答者5,326人のうち、各項目を挙げた者の割合。

選択項目 回答数 構成比

1 大学 4,055 76.1%

2 短期大学 297 5.6%

3 専門学校 1,068 20.1%

4 就職 441 8.3%

5 その他 102 1.9%

無回答 12 0.2%
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問４ あなたの興味のある学門分野を3つお答えください。（あてはまるものすべてに○）

※複数回答項目のため、回答数は延べ。
※構成比は、回答者5,326人のうち、各項目を挙げた者の割合。

選択項目 回答数 構成比

1 文学・歴史・心理 950 17.8%

2 経済・経営・ビジネス 996 18.7%

3 法学・政治 341 6.4%

4 外国語・国際関係 823 15.5%

5 社会・社会福祉・観光 359 6.7%

6 教育・保育 769 14.4%

7 理学・工学・情報 1,026 19.3%

8 農・畜産・水産 227 4.3%

9 医学・歯学・薬学 392 7.4%

10 医療・看護 702 13.2%

11 栄養・家政 406 7.6%

12 スポーツ・健康科学 645 12.1%

13 芸術 582 10.9%

14 その他 328 6.2%

無回答 59 1.1%

問５ あなたが将来、希望する進路をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

※複数回答項目のため、回答数は延べ。
※構成比は、回答者5,326人のうち、各項目を挙げた者の割合。

選択項目 回答数 構成比

1 一般企業 1,819 34.2%

2 公務員・団体職員 887 16.7%

3 教員 434 8.1%

4 専門職（資格をいかす職業） 1,703 32.0%

5 起業・会社経営 253 4.8%

6 まだ決めていない 1,507 28.3%

7 その他 151 2.8%

無回答 34 0.6%
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以下の問７～問９は、問６で「１．受験したい」と回答した１８２人が対象である。

問６ あなたは明海大学が設置構想中の「保健医療学部口腔保健学科（仮称）」を受験したいと
思いますか。（あてはまるもの１つに○）

選択項目 回答数 構成比

1 受験したい 182 3.4%

2 受験しない 5,073 95.2%

無回答 71 1.3%

合計 5,326 100.0%

問７ 明海大学が設置構想中の「保健医療学部口腔保健学科（仮称）」の特色（以下１．～５．）に
ついて、あなたが興味・関心をもった内容をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

※複数回答項目のため、回答数は延べ。
※構成比は、回答者182人のうち、各項目を挙げた者の割合。

選択項目 回答数 構成比

1
1970年から歯学部を開設しており、歯学教育のプロフェッショナ
ルであること。

57 31.3%

2
歯学部付属病院や、東京都渋谷区、埼玉県入間市、千葉県浦
安市に歯科診療所を有しており、地域に開かれた医療機関で
あること。

50 27.5%

3 上記の医療機関が学習の現場となること。 53 29.1%

4
在宅医療や介護の場面など、新しい時代のニーズにも教育内
容が対応していること。

29 15.9%

5 その他 9 4.9%

無回答 27 14.8%

問８ 明海大学が設置構想中の「保健医療学部口腔保健学科（仮称）」を、あなたが受験したいと
考えた理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

※複数回答項目のため、回答数は延べ。
※構成比は、回答者182人のうち、各項目を挙げた者の割合。

選択項目 回答数 構成比

1 歯科衛生士の国家試験受験資格が取得できるから 83 45.6%

2
既設の歯学部歯学科において、医療人材（歯科医師など）の養
成に実績があること

23 12.6%

3 明海大学が養成する人材像に共感できること 21 11.5%

4 多くの演習・実習で実践能力を高めることができること 32 17.6%

5
キャンパスが浦安という立地の良い場所にあり、教育研究環境
が整っていること

39 21.4%

6 歯科医療について、高い専門性と確かな技術が学べること 23 12.6%

7 その他 10 5.5%

無回答 31 17.0%
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以下の問１０は、問６で「２．受験しない」と回答した５，０７３人が対象である。

問９ あなたは明海大学が設置構想中の「保健医療学部 口腔保健学科（仮称）」に合格した場合、
入学したいと思いますか。（あてはまるもの１つに○）

選択項目 回答数 構成比

1 合格した場合、入学したい 84 46.2%

2 合格した場合、併願大学の結果によっては入学したい 93 51.1%

無回答 5 2.7%

合計 182 100.0%

問10 あなたが明海大学が設置構想中の「保健医療学部口腔保健学科（仮称）」を「受験しない」と
された理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○）

※複数回答項目のため、回答数は延べ。
※構成比は、回答者5,073人のうち、各項目を挙げた者の割合。

選択項目 回答数 構成比

1 興味・関心のある分野ではないから 4,370 86.1%

2
興味・関心のある分野だが、他大学・短期大学への進学を希望
しているから

296 5.8%

3
興味・関心のある分野だが、新設学部へ進学するのは不安だ
から

96 1.9%

4 卒業後の進路として、大学への進学を考えていないから 372 7.3%

5 通学が不便そうだから 350 6.9%

6 学費が高いから 306 6.0%

7 その他 136 2.7%

無回答 62 1.2%
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３ 集計結果のポイント
※「構成比」（％）はいずれも、少数第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも100.0％と
一致しない。

● 回答者の男女比は、約半数ずつ。

回答者5,326人のうち、男性は2,416人（45.4％）、女性は2,910人（54.6％）であった。

●回答者の3割５分が千葉県、4割が東京都、２割が埼玉県に居住。

回答者5,326人のうち、千葉県に1,876人（35.2％）、東京都に2,219人（41.7％）、埼玉

県に1,078人（20.2％）、その他の県に153人（2.9％）が居住していると回答した。明海大

学にアクセスが良く、自宅からの通学が現実的に可能と考えられる千葉県、東京都、埼玉

県に居住している回答者の合計は5,173人（97.1％）であり、実際の募集を想定した地域で

実施していることから、調査結果の適性は充分に担保していると言える。

男性, 2,416 人, 
45.4%

女性, 2,910 

人, 54.6%

グラフ 回答者の性別（「問１」結果より）

千葉県, 1,876 人, 
35.2%

東京都, 2,219 

人, 41.7%

埼玉県, 

1,078 人, 
20.2%

その他, 153 人, 
2.9%

グラフ 回答者の居住地（「問２」結果より）
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● 回答者の８割弱が、高校卒業後の進路として大学進学を検討。

● 興味のある学問分野として、３９２人が「医学・歯学・薬学」を選択。

回答者5,326人のうち、76.1％にあたる4,055人が高校卒業後に希望する進路に「大学」と

回答しており、他の選択肢と比較して圧倒的に多い回答数となった。

興味のある学問分野として、回答者5,326人のうち7.4％にあたる392人が「医学・歯学・

薬学」を選択し、全体で10番目に多い解答となった（複数回答の結果）。

12 人

102 人

297 人

441 人

1,068 人

4,055 人

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500

無回答

その他

短期大学

就職

専門学校

大学

グラフ 高校卒業後の希望進路（「問３」結果より）
※複数回答の結果、回答の多い順

59 人

227 人

328 人

341 人

359 人

392 人

406 人

582 人

645 人

702 人

769 人

823 人

950 人

996 人

1,026 人

0 200 400 600 800 1,000 1,200

無回答

農・畜産・水産

その他

法学・政治

社会・社会福祉・観光

医学・歯学・薬学

栄養・家政

芸術

スポーツ・健康科学

医療・看護

教育・保育

外国語・国際関係

文学・歴史・心理

経済・経営・ビジネス

理学・工学・情報

グラフ 興味のある学問分野（「問４」結果より）
※複数回答の結果、回答の多い順
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● 回答者の３割強が、将来希望する進路として「専門職」を選択。

●１８２人が「保健医療学部 口腔保健学科（仮称） 」を「受験したい」と回答。

将来希望する進路として、回答を得た5,326人のうち1,703人（32.0％）が「専門職（資格

を活かす職業」と回答し、全体で2番目に多かった。その他、「一般企業」（1,819人、

34.2％）、「まだ決めていない」（1,507人、28.3％）などへの回答が目立った（複数回答の

結果）。

回答を得た5,326人のうち3.4％にあたる182人が、明海大学が構想中の「保健医療学部 口

腔保健学科（仮称）」を「受験したい」と回答し、受験意欲を示す結果を得られた。

受験したい, 182 人, 
3.4%

受験しない, 5,073 人, 
95.2%

無回答, 71 人, 1.3%

グラフ 明海大学「保健医療学部 口腔保健学科（仮称）」への受験意欲

（「問６」結果より）

34 人

151 人

253 人

434 人

887 人

1,507 人

1,703 人

1,819 人

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000

無回答

その他

起業・会社経営

教員

公務員・団体職員

まだ決めていない

専門職（資格を活かす職業）

一般企業

グラフ 将来希望する進路（「問５」結果より）
※複数回答の結果、回答の多い順



9

●回答者が多く関心を引かれた特色は、「歯学教育のプロフェッショナルであること」。

以下は、問６で「１．受験したい」と回答した１８２人を対象とした分析である。

明海大学が構想中の「保健医療学部 口腔保健学科（仮称）」を受験したいと回答した182人

に、関心を持った特色について質問したところ、31.3％にあたる57人が「1970年から歯学部を

開設しており、歯学教育のプロフェッショナルであること」を選択し、最も多い回答であっ

た。また、「関東圏に有する複数の歯科診療所が学習の現場となること」を、29.1％にあたる

53人が選択しており、二番目に多い回答となった（複数回答の結果）。

27人

9人

29人

50人

53人

57人

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

在宅医療や介護の場面など、新しい時代の

ニーズにも教育内容が対応している

関東圏に複数の歯科診療所を有しており、

地域に開かれた医療機関である

関東圏に有する複数の歯科診療施設が

学習の現場となる

1970年から歯学部を開設しており、

歯学教育のプロフェッショナルである

グラフ 関心を持った特色（「問７」結果より）

※結果をわかりやすく示すため、設問の選択肢文の一部を改変して記載している。

グラフ中の選択肢「関東圏に有する複数の歯科診療施設が学習の現場となる」はアンケート本文では「上記

の医療機関が、学習の現場となること」に該当する。同様に、グラフ中の選択肢「関東圏に複数の歯科診療

所を有しており、地域に開かれた医療機関である」はアンケート本文中「歯学部付属病院や、東京都渋谷区、

埼玉県入間市、千葉県浦安市に歯科診療所を有しており、地域に開かれた医療機関であること」に該当する。
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●受験意欲を示した理由として、「歯科衛生士の国家試験受験資格を取得できるから」が約半数。

明海大学が構想中の「保健医療学部 口腔保健学科（仮称）」を「受験したい」と回答した

182人に、その理由を質問したところ、45.6％にあたる83人が「歯科衛生士の国家試験受験資格

が取得できること」と回答した。39人（21.4％）が回答した「キャンパスが浦安という立地の

良い場所にあり、教育研究環境が整っていること」、32人（17.6％）が回答した「多くの演

習・実習で実践能力を高めることができること」も、他の選択肢と比べて回答が多かった。

●８４人が「保健医療学部 口腔保健学科（仮称）」に「入学したい」と回答。

明海大学が構想中の「保健医療学部 口腔保健学科（仮称）」を「受験したい」と回答した

182人に対し、合格した場合の入学意欲について回答を求めた結果、予定される入学定員70

人を超える84人が「入学したい」と回答し、93人が「併願大学の結果によっては入学した

い」と回答した。

この入学意欲における回答と、問２の居住地における回答をクロス集計したところ、「入

学したい」と回答した84人のうち東京都、千葉県に居住する高校生の合計は72人（85.7％）

となった。

31人

10人

21人

23人

23人

32人

39人

83人

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

無回答

その他

明海大学が養成する人材像に共感できる

既設の歯学部歯学科において、

医療人材（歯科医師など）の養成に実績がある

歯科医療について、高い専門性と

確かな技術が学べる

多くの演習・実習で実践能力を高めることができる

キャンパスが浦安という立地の良い場所にあり、

教育研究環境が整っている

歯科衛生士の国家試験受験資格が取得できる

グラフ 「受験したい」と回答した理由（「問８」結果より）
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以上の結果より、明海大学が平成31年4月に設置構想中である「保健医療学部 口腔保健
学科（仮称）」の学生確保の見通しは、予定する入学定員を上回る入学意欲を得たため、入
学定員の確保が十分に可能であると判断できる。

70人

84人

182人

93人

0 50 100 150 200

「保健医療学部口腔保健学科（仮称）」の

入学定員（予定）

問９で「保健医療学部口腔保健学科（仮称）」に

入学意欲を示した高校生

問６で「保健医療学部口腔保健学科（仮称）」を

「受験したい」と回答した高校生

グラフ 明海大学「保健医療学部 口腔保健学科（仮称）」への受験・入学意欲

（「問６」「問９」結果より）

問9で「入学したい」 問９で「併願大学の結果によっては入学したい」

表 居住地別・「保健医療学部 口腔保健学科（仮称）」への入学意欲
（「問２」「問９」の結果より）

居住地
入学したい 併願大学の状況によっては

入学したい

回答数 構成比 回答数 構成比

千葉県 33人 39.3% 28人 30.1%

東京都 39人 46.4% 45人 48.4%

埼玉県 9人 10.7% 16人 17.2%

その他 3人 3.6% 4人 4.3%

合計 84人 100.0% 93人 100.0%

入学定員の1.2倍

入学定員の2.6倍
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